
(第 3種二倒更物認可)

炒爾本家面に見る
西日本豪雨では多くのダムが満水になつた。そうなると、ダ■は流

れ込む水をためず、そのまま放水する。本圧で沐壊すると大被害につ

ながるからだ。放水の結果、下流域では浸水被害が広がつた。岡山県

倉敷市真備町地区の浸水でもダムの影響が疑われる。「ダムがなけれ

ばもつと被害は大きかつたJと関係者はElをそろえるが、ダムによる

治水の限界は以前から指摘されている。   (白 名正和、本村歩 )翔なり屁諄
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真
備
町
地
区
で
は
高
梁
川
に

流
れ
込
む
小
田
川
で
堤
防
が
決

壊
し
、
地
区
全
体
の
三
割
に
あ

た
る
約
千

三
百
”
が
浸
水
し

た
。
死
者
は
地
区
だ
け
で
五
十

人
、
十
二
日
午
前
六
時
時
点
で

八
百
五
十
人
が
避
難
所
に
身
を

寄

せ
て
い
る
。
決
壊

の
原
因

は
、
高
梁
川
の
増
水
で
小
田
川

が
流
れ
に
く
く
な
る

「
バ
ッ
ク

ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
」
が
原
因
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

高
梁
川
に
は
ヽ
県
が
管
理
す

る
治
水
目
的
の
ダ
ム
が
五
つ
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
支
流

の
決
壊
を
招
く
ほ
ど
の
増
水
が

あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
五
つ
の

う
ち
、
最
も
下
流
に
あ
る
の
が

河
本
ダ
ム
。
実
は
こ
の
ダ
ム
が

大
雨
の
影
響
で
水
を
た
め
ら
れ

な
く
な

っ
て
い
た
の
だ
。

時
間

を
追

っ
て
み

て
み
よ

う
。
河
本
ダ
ム
の
大
雨
前
の
放

水
量
は
毎
秒
約
十
立
方
肝
。
小

田
川
の
水
位
が
避
難
判
断
水
位

５
　
　
　
直
後
に
小
田
川
の
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（
二

¨
五
房
）
を
超
え
た
五
日

午
後
九
時
の
放
水
量
は
二
十
四

倍
の
約
二
百
四
十
立
方
房
だ

っ

た
。
そ
し
て
雨
が
さ
ら
に
ひ
ど

く
な

っ
た
六
日
夜
、
放
水
量
は

急
増
す
る
。

岡
山
県
に
大
雨
特
別
警
報
が

発
令
さ
れ
た
六
日
午
後
八
時
四

十
分
に
は
四
百
立
方
研
超
。
午

後
十
時
に
は
五
百
五
十
五
立
方

房
に
達
し
た
。
こ
の
時
、
市
は

真
備
町
地
区
全
域
に
避
難
勧
告

を
出
し
、
小
田
川
の
水
位
は
氾

濫
危
険
水
位

（
二

・
九
房
）
を

上
回

っ
て
い
た
。

そ
し
て
午
後
十

一
時
、
流
入

量
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
け
放
流
す
る

「
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
」
と
い

う
緊
急
の
放
水
が
始
ま

っ
た
。

一
九
六
五
年
に
ダ
ム
が
完
成
し

て
以
来
、
初
め
て
だ
。
三
十
分

後
に
放
水
量
が
七
百
四
十
八
立

方
肝
と
大
雨
前
の
七
十
五
倍
に

達
し
、
そ

の
後
も
十
時
間
以

上
、
六
百
立
方
房
を
超
え
た
。

つ
ま
り
、
半
日
近
く
ダ
ム
が

貯
水
の
能
力
を
ほ
ぼ
失

っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
に
小

田
川
の
水
が
堤
防
を
超
え
、
市

は
住
民
に
避
難
を
指
示
。
直
後

に
堤
防
が
決
壊
し
た
。
こ
の
経

緯
か
ら
、
ダ
ム
の
放
水
に
よ
る

高
梁
川
の
増
水
が
支
流
の
小
田

川
に
影
響
し
た
と
疑
わ
れ
る
。

一
方
、
河
本
ダ
ム
を
管
理
す

る
、
岡
山
県
高
梁
川
ダ
ム
統
合

管
理
事
務
所
の
森
本
光
信

・
総

括
副
参
事
は
、
や
や
否
定
的
な

見
方
を
示
す
。

「
放
水
の
影
響

は
あ

っ
た

か

ど

う

か
不

透

明

で
、
あ

っ
た
と
し
て
も
小
規
模

だ
ろ
う
」
。
そ
の
根
拠
に
は
、

放
水
量
の
増
加
と
小
田
川
の
水

位
が
必
ず
し
も
連
動
し
て
い
な

い
こ
と
を
挙
げ
た
。

さ
ら
に
、
異
常
時
の
放
水
は

仕
方

の
な

い
こ
と
と
強
調
す

る
。

「ダ
ム
内
の
水
位
が
上
が

り
続
け
れ
ば
、
水
圧
で
ダ
ム
が

倒
れ
、
大
被
害
が
出
た
か
も
し

れ
な
い
。
放
水
は
で
き
る
限
り

流
入
量
よ
り
少
な
く
し
て
い

る
。
ダ
ム
が
あ

っ
た
か
ら
こ
れ

ぐ
ら
い
の
被
害
で
済
ん
だ
。
な

け
れ
ば
、
も

っ
と
被
害
が
広
が

っ
て
い
た
恐
れ
が
あ
る
■

．た
だ
、
今
回
の
影
響
は
と
も

か
く
、
異
常
時
の
放
水
は
下
流

に
洪
水
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な

い
。
被
害
が
予
想
さ
れ
る
自
治

体
に
は
フ
ァ
ク
ス
で
事
前
通
知

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
対

象
は
高
梁
、
新
見
の
両
市
。
倉

敷
市
は
入

っ
て
い
な
い
。

「
倉
敷
市
が
操
作
の
情
報
を

把
握
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
。
事
務
所
か
ら
直
接

の
連
絡
は
し
て
い
な
い
が
、
ほ

か
の
ル
ー
ト
か
ら
い

っ
た
か
も

し
れ
な
い
」
と
森
本
氏
。
倉
敷

市
が
知
ら
ぬ
ま
ま
、
放
水
が
行

一

わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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０
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時
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始

倉
敷
市
が
真
備
町
地
区
に

避
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勧
告

河
本
ダ
ム
か
ら
の

放
水
量
と

主
な
出
来
事

ダムを紹介する岡山県のホームベージ
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西

日
本

豪
雨

で
は

ほ
か

に

も
、
愛
媛
県
の
肱
川
に
あ
る
野

村
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム
、
京
都

。
桂
川
の
日
吉
ダ
ム
で
も
異
常

時
の
放
水
を
し
た
。

特
に
肱
川
は
七
日
朝
に
氾
濫

し
、
流
域
の
同
県
西
予
市
で
五

人
が
亡
く
な

っ
た
。
氾
濫
の
二

時
間
半
前
か
ら
野
村
ダ
ム
が
放

水
し
た
こ
と
が
原
因
の

一
つ
と

み
ら
れ
る
。

管
轄
す
る
国
交
省
四
国
地
方

整
備
局
の
渡
辺
健
二

・
河
川
管

理
課
長
は

「
大
雨
で
満
タ
ン
に

な

っ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

水
量
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ

っ
た
」
。

放
水
前
に
は
、
市
に
繰
り
返
し

連
絡
を
し
た
ほ
か
、
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
住
民
に
注
意
を
呼

び
掛
け
た
と
い
う
。
石
井
啓

一

国
交
相
は
十
日
の
会
見
で

「
ダ

ム
の
容
量
は
無
限
で
な
く
、
降

雨
量
が
甚
大
か

つ
長
期
化
す
る

と
ダ
ム
の
洪
水
調
節
が
で
き
な

く
な

っ
て
く
る
」
と
話
し
た
。

こ
の
例
か
ら
は

っ
き
り
す
る

の
は
、
想
定
を
超
え
る
大
雨
が

降
る
と
ダ
ム
は
無
力
に
な
り
、

洪
水
が
防
げ
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
だ
。
ダ
ム
建
設
に
反
対
す

る
市
民
団
体

「
水
源
開
発
問
題

全
国
連
絡
会
」
は
、
以
前
か
ら

危
険
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

鳴
津
暉
之
共
同
代
表
は

「
ダ

ム
は
想
定
外
の
雨
に
は
お
手
上

げ
に
な
る
。
決
壊
を
防
ぐ
た
め

に
、
ダ
ム
湖
に
入
る
雨
水
と
同

じ
量
を
出
す
よ
う
な
大
規
模
な

放
流
を
す
れ
ば
、
当
然
な
が
ら

短
時
間
で
大
量
の
水
が
下
流
に

流
れ
る
。
鉄
砲
水
を
人
為
的
に

つ
く
る
の
と
同
じ
。
む
し
ろ
ダ

ム
が
あ
る
こ
と
が
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
」
と
語
る
。

嶋
津
氏
は
ダ
ム
優
先
の
治
水

対
策
と
、
下
流
の
堤
防
や
河
川

敷
な
ど
の
整
備
が
ダ
ム
に
依
存

し
た
計
画
に
な

っ
て
い
る
こ
と

を
批
判
す
る
。
ダ
ム
が
計
一回
さ

れ
た
二
十
世
紀
と
比
べ
、
二
〇

〇
〇
年
以
降

は
豪
雨
が
頻
発

し
、

「
想
定
外
」
が
起
き
る
可

能
性
が
高
ま

っ
て
い
る

か
ら

だ
。
　
ス
マ
後
も
流
入
量
相
当
の

水
を
流
す
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ

う
。
無

責
任

な
話

だ
」
と
憤

る
。そ

も
そ
も
、
異
常
時
の
放
水

が
必
要
な
の
か
、
疑
間
を
持

つ

専
門
家
も
い
る
。

京
都
大
名
誉
教
授
の
今
本
博

健
氏

（
河
川
工
学
）
は

「
国
交

省
な
ど
ダ
ム
を
造
る
側
は

『
ダ

ム
が
あ
ふ
れ
、
越
流
す
る
と
ダ

ム
全
体
が
決
壊
す
る
。
放
水
は

必
要
だ
』
と
主
張
す
る
が
、
本

当
に
ダ
ム
の
天
端

（
ダ
ム
の
最

上
部
）
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
た
場

合
に
決
壊
す
る
の
か
。
そ
の
よ

う
な
事
例
や
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

と
首
を
か
し
げ
る
。

ダ
ム
優
先
の
治
水
に
は
反
対

す
る
今
本
氏
だ
が

「
で
き
て
し

ま

っ
た
ダ
ム
は
最
大
限
活
用
す

べ
き
だ
」
と
い
う
立
場
。
異
常

時

の
放
水

を
決
断
す

る
水
位

が
、
ダ
ム
の
天
端
か
ら
約
二
～

三
肝
低
い
こ
と
か
ら
、
　
フ
）
」

を
使
い
き
り
、
さ
ら
に
そ
れ
で

も
収
容
し
き
れ
な
け
れ
ば
越
水

さ

せ
て
も

い
い
の
で
は
な

い

か
。
仮
に
越
水
し
て
も
、
異
常

時
の
放
水
よ
り
も
緩
や
か
な
流

量
に
な
る
は
ず
だ
」
と
話
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ダ
ム
で
洪

水
を
防
ぎ
き
れ
な

い
と
し
た

ら
、
ど
う
や

つ
て
下
流
を
守
れ

ば
い
い
の
か
。

新
潟
大
名
誉
教
授
の
大
熊
孝

氏

（
河
川
工
学
）
は

「
河
川
が

あ
ふ
れ
て
も
堤
防
を
決
壊
さ
せ

・

ず
、
床
上
浸
水
を
防
ぐ
こ
と
が

一

人
事
だ
。
床
下
浸
水
な
ら
ば
、

一

か
な
り
の
人
命
が
救
わ
れ
る
。

下
流

の
堤
防

の
強
化
が
急
務

だ
」
と
提
唱
。
堤
防
の
か
さ
上

げ
や
、
川
幅
の
拡
大
な
ど
は
難

工
事
と
な
る
た
め
、

「
堤
防
の

土
に
５
％
程
度
の
セ
メ
ン
ト
を

混
ぜ
る
こ
と
で
強
度
を
増
す
工

法
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
べ
き
だ
」
と
述
べ
る
。

そ
の
上
で
、
大
熊
氏
は
住
民

の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

「
現
代
人
は
洪
水
の
危
険
を

忘
れ
、

『
上
流
に
ダ
ム
が
あ
る

か
ら
大
丈
夫
』
と
、
お
上
に
命

を
預
け
て
い
る
。

『
豪
雨
は
自

ら
の
と
こ
ろ
に
も
来
る
』
と
い

う
前
提
で
、
自
分
の
街
が
ど
こ

ま
で
浸
水
し
、
ど
こ
ま
で
な
ら

許
容
で
き
る
か
ま
で
考
え
る
。

そ
し
て
、
行
政
に
治
水
対
策
を

求
め
た
り
ヽ
建
物
を
床
上
浸
水

に
な
ら
な
い
構
造
に
し
た
り
す

る
こ
と
も
必
要
だ
」

自
然
の
力
は
強
大
だ
。
地

震
、
津
波
、
台
風
。
今
回
の

一豪
雨

で
も
思

い
知

ら
さ

れ

た
。
人
間
の
力
で
抑
え
込
も

う

と
す
る

の
は
ど
う

な

の

か
。
想
定
外
か
ら
は
、
避
難

す
る
し
か
な
い
。
ダ
ム
に
つ

ぎ
込
ん
だ
人
手
、
熱
意
、
資

金
の
何
分
の

一
か
で
も
防
災

教
育
と
避
難
訓
練
に
回
し
て

い
れ
ば
、
今
回
の
被
害
は
ど

う
だ

っ
た
ろ
う
か
。

（
裕
）

鰺
痣隆

痣贔
皿
①

麒
写
イ
ナ
影

冠水 した岡山県倉敷市真備町地 区。手前 は決壊 した堤防 =8日 午前 9時55分 ▲

国
交
省
な
ど
は
「水
量
コ
ン
ト
回
裔
ル
」強
ド

聯翻♭晰麟髄し「床上浸水財策が5要」
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